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集
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権
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メ
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日
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施　

設

教
室
・
講
座

く
ら
し

▼
日
時　

1
月
18
日
・
25
日
、
2
月
1

日
・
8
日
・
29
日　

午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分
（
土
曜　

全
5
回
）

▼
場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
三
木

　

2
階
研
修
室

▼
対
象
者　

創
業
を
考
え
て
い
る
方
、

創
業
後
5
年
未
満
の
方
、
経
営
を
学

び
た
い
方

▼
内
容　

経
営
、
財
務
、
販
路
開
拓
、

人
材
育
成
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

り
方
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師　

中
小
企
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
中
小
企
業
診
断
士
）

▼
受
講
料　

1
，
0
0
0
円

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

先
着
20
名

▼
受
講
者
の
メ
リ
ッ
ト　

・
市
内
で
会
社
を
設
立
す
る
場
合
の
登

録
免
許
税
軽
減

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
新
創
業
融
資

制
度
」
の
自
己
資
金
要
件
な
ど
の
緩

和
■問
・
■申
■込
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
7
0
ー
8
0
0
8

　

市
で
は
、
令
和
2
・
3
年
度
に
発
注
す
る
「
建
設
工
事
」、「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
」
の
受
注
を
希
望
す
る
事
業
者
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
指

名
願
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

同
時
に
、「
物
品
調
達
・
役
務
提
供
等
」
の
受
注
を
希
望
す
る
事
業
者
で
、
昨
年

申
請
し
て
い
な
か
っ
た
業
者
の
追
加
受
付
（
令
和
2
年
度
分
）
も
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

1
月
7
日
（火）
〜
27
日
（月）

▼
申
請
の
有
効
期
間

・
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
：
令
和
2
・
3
年
度

中
（
2
年
間
）

・
物
品
調
達
・
役
務
提
供
等
：
令
和
2

年
度
中
（
1
年
間
）

▼
申
請
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
市
役
所
4
階
財
政
課
で
配
布
（
要

実
費
負
担
）
す
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問
（市）
財
政
課　

契
約
係

市
内
で
創
業
を
希
望
す
る
皆
様
へ　

起
業
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
塾
を
開
催

事
業
者
の
皆
様
へ　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請（
指
名
願
）の
受
付

「
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
」
の
ご
利
用
で

市
内
間
移
動
の
バ
ス
運
賃
が
一
律
2
0
0
円
に

　

神
姫
バ
ス
（株）
が
発
行
す
る
交
通
系

I
C
カ
ー
ド
「
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
」
の
利

用
で
、
市
内
間
移
動
の
バ
ス
運
賃
が
原

則
と
し
て
一
律
2
0
0
円
（
1
9
0
円

以
下
の
区
間
は
、
正
規
運
賃
）
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
バ
ス
利
用
に
つ
い
て
も
、
ニ
コ
パ

カ
ー
ド
の
利
用
で
一
律
2
0
0
円
と
な

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
窓
口　

・
市
役
所　

2
階
交
通
政
策
課

・
吉
川
支
所　

地
域
振
興
課

・
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
窓 

口
・
神
姫
バ
ス
グ
ル
ー
プ
窓
口
（
神
姫
バ

ス
三
木
営
業
所
、
神
姫
ゾ
ー
ン
バ
ス

西
神
営
業
所
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
神
戸

北
案
内
所
、
神
戸
三
宮
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
）

■問
・
■申
■請
（市）
交
通
政
策
課

（運賃例）

乗車

降車

160
200

300
400

500
600

乗車

降車

160
200

300
400

200

500
600

市　　外 市　　外
三木市内

（市内～北播磨総合 　
　医療センターを含む）

市外から乗車し市内で降車
または市内から乗車し市外で
降車した場合は、正規運賃

市内間の移動は一律200円
ただし、190円以下の区間は正規運賃

正規運賃と一律運賃との
差額は市が補てん
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私
が
高
校
時
代
に
体
験
し
た
出
来
事

が
、
今
の
自
分
の
職
業
や
考
え
方
に
、

多
く
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
高
校
二
年
生
の
時
、
車
い
す
に

乗
っ
た
男
子
生
徒
が
一
つ
上
の
学
年
と

し
て
復
学
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
生
徒

は
、
在
学
時
の
部
活
動
の
事
故
で
脊
髄

を
損
傷
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
、
高
校

に
戻
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
生
徒

が
復
学
す
る
に
あ
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
た
施
設
の
職
員
の
方
が
、
在
校
生

向
け
に
「
脊
髄
損
傷
者
と
は
」
と
い
う

内
容
で
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
、「
排
尿
、
排
便
の
感

覚
が
な
い
。
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
。

足
が
動
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
下
半
身

の
感
覚
が
な
く
、
火
傷
や
と
こ
ず
れ
に

注
意
が
必
要
」と
、そ
し
て
先
生
方
に
は
、

「
生
徒
さ
ん
達
に
全
て
任
せ
れ
ば
大
丈

夫
で
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い

た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
ま
で
周
囲
に
障
が
い
の
あ

る
方
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
生
徒

が
復
学
し
た
時
は
、
大
変
興
味
深
く
見

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
高
校
生
な
の
に

車
で
通
学
し
た
り
、
体
育
祭
で
は
初
め

て
目
に
す
る
陸
上
競
技
用
の
車
い
す
に

乗
っ
て
走
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
階

の
異
な
る
教
室
移
動
は
全
て
生
徒
が
車

い
す
ご
と
介
助
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
校
外
活
動
で
下
着
が
汚
れ
た
時
に

は
、
生
徒
が
背
中
を
向
け
円
陣
を
組
み
、

そ
の
円
陣
内
で
着
替
え
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
出
来
事
が

生
徒
や
先
生
方
に
は
当
た
り
前
の
日
常

で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
生
徒
を
知
り
、

思
い
、
そ
の
生
徒
の
為
に
で
き
る
こ
と

を
自
然
に
行
う
、
そ
ん
な
空
気
感
の
あ

る
学
校
生
活
を
私
は
体
験
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
職
員
の
方
が
「
生
徒
に
任
せ

れ
ば
よ
い
」
と
言
っ
た
言
葉
通
り
、「
障

が
い
が
あ
る
」
で
は
な
く
「
同
じ
一
人

の
高
校
生
」
と
し
て
全
校
生
徒
が
接
し

て
い
ま
し
た
し
、
そ
の
生
徒
か
ら
多
く

を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
と
言
い
ま
す
と
、
そ
の
体
験
を

通
じ
て
、
益
々
「
福
祉
」
と
い
う
分
野

を
知
り
た
い
と
思
い
、
進
学
後
は
そ
の

生
徒
が
受
け
た
「
社
会
復
帰
す
る
た
め

の
リ
ハ
ビ
リ
」
を
行
っ
て
い
る
社
会
福

祉
事
業
団
に
就
職
し
ま
し
た
。
採
用
後

十
三
年
目
に
し
て
、
目
標
と
し
て
い
た

施
設
へ
と
異
動
、
社
会
復
帰
を
め
ざ
す

利
用
者
の
支
援
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
施
設
で
は
、
中
途
障
が

い
の
あ
る
方
が
入
所
し
、
リ
ハ
ビ
リ
や

訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
、
社
会
復
帰

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

職
員
と
し
て
障
が
い
の
あ
る
方
と
関

わ
り
、
約
二
十
年
。「
障
が
い
」
に
促

わ
れ
ず
、
一
人
の
人
と
し
て
関
わ
る
こ

と
で
、
お
互
い
を
知
り
心
を
通
い
合
わ

せ
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、

共
に
苦
し
み
、
喜
び
、
一
緒
に
涙
を
流

す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち

と
出
会
い
、
そ
の
方
の
人
生
の
一
部
分

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
仕
事
の
重
み

を
日
々
感
じ
る
中
で
、
こ
の
仕
事
に
就

く
き
っ
か
け
を
く
れ
た
高
校
生
の
時
の

体
験
を
よ
く
思
い
返
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
事
や
体
験
を
通
じ
て
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
障
が
い
の
た
め

の
困
難
に
陥
っ
て
も
、
前
に
進
む
と
い

う
心
の
強
さ
を
知
り
、
私
は
、
自
分
の

生
き
方
に
影
響
を
受
け
た
の
で
す
。
そ

れ
は
、「
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
、
今
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
取
り
組
む
。
仲
間

を
大
切
に
、
常
に
生
き
て
い
る
こ
と
に

感
謝
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自

身
は
も
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方

が
で
き
る
よ
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、
伝

え
教
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
強
さ
と
温
か
い
心
を
持
ち
、

相
手
の
立
場
を
考
え
ら
れ
る
人
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
と
の
関
わ
り
か
ら
学
ん
だ
こ
と

井　

上　
　

歩

豊
地
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
差
別
を
な
く
す
る
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」
市
民
運
動
作
品　

作
文　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
一
般
の
部　

優
秀
賞
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